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に拘らず頻度因子(logPZ) は一定であり，一般溶媒中や酢酸中では logPZ が活性化エネルギーと直線関
係を保って変動するのと著しくことなる。ハメットの acidity function との関係から硫酸触媒下で、は酸ア
ジド一分子に硫酸一分子の結合した complex を経由する別箇の機構によることが明らかにされた。
同君が用いた種々の酸アジドは室温で不安定なものが多く既知のものは少ないが，よく 33種類にわたっ
て合成に成功したことは合成化学的にも重要な結果であり，またその速度論的研究から得られた結論は従
来の類推に反し新らしい成果を収めたもので同君の研究は有機反応機構の分野に重要な寄与をしたもので
ある。
以上同君の研究業績は理学博士の学位を受けるに十分のものと認められる。
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